
第７回緊急消防援助隊全国合同訓練の実施について

１ 概 要

緊急消防援助隊は、平成７年の阪神・淡路大震災を契機に同年に

創設され、その後発生した大規模な災害に対し、これまでに４７回

の出動実績があります。

緊急消防援助隊の消火・救助技術や指揮・連携活動能力等の向上

を図ることを目的に、創設以来おおむね５年に１回、全国の緊急消

防援助隊が一堂に会して行う全国合同訓練が実施されています。

第７回は、令和８年度に「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震」

を想定災害として、宮城県及び北海道で実施されます。

２ 主 催

総務省消防庁

３ 共 催

宮城県、北海道、全国消防長会、

宮城県消防長会、全国消防長会北海道支部   

４ 実施時期

令和８年夏 図上訓練

〔消防庁、北海道、青森県、岩手県、宮城県〕

令和８年秋 実動訓練〔宮城県〕

令和８年冬 実動訓練〔北海道〕

５ 県内の訓練会場

メイン会場を仙台塩釜港（石巻港区）雲雀野地区とし、他想定災

害に応じてサテライト会場を複数設置予定

  

６ 主な訓練内容

(1)  緊急参集訓練

(2)  後方支援・宿営訓練

(3)  全国的な連携訓練

  (4)  特殊任務部隊実践訓練

７ 訓練参加予定機関

各都道府県緊急消防援助隊、県内消防本部・消防団、自衛隊、警

察、海上保安庁、TEC-FORCE、DMAT等

８ 過去の訓練実績

※第６回緊急消防援助隊全国合同訓練の概要は別紙のとおり

実施年度 実施場所 訓練想定 参加隊数等

第１回 Ｈ７年度 東京都 首 都 直 下 地 震
135隊

1,500名

第２回 Ｈ12年度 東京都 首 都 直 下 地 震
206隊

1,922名

第３回 Ｈ17年度 静岡県 東 海 地 震
386隊

1,953名

第４回 Ｈ22年度 愛知県 東 南 海 地 震
411隊

2,139名

第５回 Ｈ27年度 千葉県 首 都 直 下 地 震
582隊

2,361名

第６回 Ｒ４年度 静岡県 南海トラフ地震
678隊

2,776名

資料９
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